
  

           お 知 ら せ 

                     平成２３年１０月２８日 

独立行政法人造幣局 

 
 

宝飾品に偽の検定マークが施されたことの刑事告発について 

 

 １０月２０日に「偽の検定マークが施された宝飾品について」によりお知

らせしました、宝飾品に偽の検定マークが施されたことは、公記号偽造及び

不正使用等の罪（刑法第１６６条第１項及び第２項）に該当すると考えられ

るため、本日、大阪・天満警察署に告発いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

 

（参考） 

 

○刑法（明治４０年法律第４５号） 

（公記号偽造及び不正使用等）  

第１６６条 行使の目的で、公務所の記号を偽造した者は、３年以下の懲役

に処する。  

２ 公務所の記号を不正に使用し、又は偽造した公務所の記号を使用した者

も、前項と同様とする。 

 

○刑事訴訟法（昭和２３年法律第１３１号） 

第２３９条 何人でも、犯罪があると思料するときは、告発をすることがで

きる。  

２ 官吏又は公吏は、その職務を行うことにより犯罪があると思料するときは、

告発をしなければならない。 

 

（注）本件は、大阪国税記者クラブ（大阪府）、財務省記者クラブ（東京都）、

県政記者クラブ（広島県）、経済記者クラブ（広島県）でお知らせしてい 

ます。 
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